
 

 

 
2025 年 12 月 2 日 

パーソルダイバース株式会社 
 

【調査】法定雇用率 2.7%の達成、企業の半数以上が「困難」と回答 

今後障害者採用の拡大には意欲的 
～パーソルダイバース「企業の障害者採用に関する実態・意識調査」～ 

 
総合人材サービスのパーソルグループにおいて障害者雇用支援事業を展開するパーソルダイバース株式会社（本社：東京

都港区、代表取締役社長：渡部 広和）は、企業の障害者採用担当者501名を対象に「企業の障害者採用に関する実

態・意識調査」を実施し、このたび結果を発表いたします。 

法定雇用率2.7%への引き上げや障害者労働市場の変化を背景に、企業は障害者採用において“量の確保”と“質の向上”

の両立が求められています。本調査では、企業が抱える障害者採用への意向や課題、そして、成長・活躍を見据えた人材活

用の実態が明らかになっています。 

 

 

■主なトピックス 

1. 法定雇用率2.7％の達成は「困難」が52.6％。それでも75.8%の企業が“採用拡大”に意欲的 

2. 企業が求める人材は「安定・定着志向」。成長・活躍志向を求める割合は18.2%にとどまる 

3. 採用後の成長・活躍支援やキャリア形成の取り組みは不足。事業貢献を見据えた体制づくりに課題 

 

 

 

■調査結果詳細 
1. 法定雇用率2.7％の達成は「困難」が52.6％。それでも75.8%の企業が“採用拡大”に意欲的 

2026年7月に引き上げが見込まれる法定雇用率2.7%の達成について、52.6%が「困難」「やや困難」と回答しました。その一

方で、多くの企業が社員数の増加に加え、採用対象の拡大や配属先の多様化など、採用の幅を広げる意向を示しています。 

法定雇用率の上昇や労働市場の変化を受けて、企業は障害者採用の拡大の必要性を感じていることがわかります。 

 

 

 

2. 企業が求める人材は「安定・定着志向」。成長・活躍志向を求める割合は18.2%にとどまる 

企業が障害者人材に求める志向を調査したところ、最も高かったのは「安定・定着志向」で45.1%。一方、「成長・活躍志向」

を持つ人材を求める割合は18.2%にとどまりました。 

 

 

 



 

 

パーソルダイバースが2025年5月にはたらく障害者に実施した調査※では、「成長・活躍志向」を持つ障害者の割合は38.1%と

なっており、企業と障害のある人では志向にギャップがあることが明らかになりました。 

 

※パーソルダイバース「はたらく障害者の就業実態・意識調査2025 vol.2 就業意識と合理的配慮」 

（https://persol-diverse.co.jp/research/report013/） 

 

 

3. 採用後の成長・活躍支援やキャリア形成の取り組みは不足。事業貢献を見据えた体制づくりに課題 

採用プロセスでは「任せたい業務内容や役割の決定・明示」を実施していると答えた企業が61.1%と比較的高い一方、「キャリア

パスの説明」や「成長支援制度の提示」の実施割合は低い結果となりました。採用活動での連携の実施割合も高く、採用活動

に直結した取り組みは行えているものの、採用後の成長・活躍までを見越した動きができていない可能性が考えられます。 

さらに企業からは「キャリア形成や能力に応じた処遇の見直し、昇格などが今後の課題」（金融業・保険業）、「個々に合わせた

キャリアプランが必要」（製造業）といった声も寄せられ、定着後の成長・活躍支援が十分とは言えない実態が浮かび上がりまし

た。企業は今、雇用の量的拡大に加え、社員の成長・活躍を通じて事業貢献につなげる「質の向上」への取り組みが求められて

います。 

 

 
調査結果詳細URL：https://persol-diverse.co.jp/research/report014/ 

 

 

https://persol-diverse.co.jp/research/report014/


 

 

■調査結果考察 

パーソルダイバース株式会社 

人材ソリューション統括本部 人材ソリューション本部  

人材紹介事業部・コンサルティング事業部 ゼネラルマネジャー 

鈴木 紀子 

 

今回の調査では、雇用率達成の難しさを抱えながらも、多くの企業が障害者採用の拡大に前 

向きであることが分かりました。この背景には、単なる雇用数の確保から、キャリア支援・成長支援

をしながら、一人の社員としての活躍への期待が、高まってきていることがうかがえます。 

  

企業からは、評価制度の見直しや社内理解の促進など、障害者社員が長期に活躍するための

制度や機能についての相談が増えています。 

以上のことから、これまでの法定雇用率の達成を目的とした雇用から、障害のある社員の成長・活躍を通じた事業への貢献を目

指す“転換期”にあると言えます。 

 

長期的に社員が活躍していくためには、安心して働ける環境整備に加え、キャリアアップや成長を後押しする仕組みが不可欠で

す。採用段階から成長・活躍を見据えた人材要件の整理や選考設計、そして配属先の理解・協力を得た全社的な取り組みが

今後の鍵となります。パーソルダイバースはこれからも、企業の障害者雇用の課題と向き合いながら、持続的な障害者雇用の実

現を支援してまいります。 

 

 

■調査概要 

 

調査結果詳細URL：https://persol-diverse.co.jp/research/report014/ 
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■パーソルダイバース株式会社について＜https://persol-diverse.co.jp/＞  

パーソルグループの特例子会社として、「障害者雇用を成功させる。そして、その先へ。」をミッションに、障害者の多様なはたらき

方とはたらく可能性の創出に取り組んでいます。グループ内外の企業や地域と連携した 多様な業務受託サービスを展開するほ

か、国内最大級の求人・登録者数を持つ障害者のための転職・就職支援 サービス「dodaチャレンジ」、就労移行支援事業所

「ミラトレ」「Neuro Dive」の運営や、企業の雇用課題を支援する「障害者の人材紹介」「障害者雇用コンサルティング」などのサ

ービスを提供しています。 

 

■「PERSOL（パーソル）」について＜https://www.persol-group.co.jp/＞  

パーソルグループは、「“はたらくWell-being”創造カンパニー」として、2030年には「人の可能性を広げる ことで、100万人のより

良い“はたらく機会”を創出する」ことを目指しています。 さまざまな事業・サービスを通じて、はたらく人々の多様なニーズに応え、

可能性を広げることで、世界中の 誰もが「はたらいて、笑おう。」 を実感できる社会を創造します。 

 

 

 

 

 

 

 

本リリースに関するお問い合わせ先 

パーソルダイバース株式会社 広報担当  

MAIL：inquiry@persol.co.jp 


